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2018年度　さかい福祉と介護の実践発表会

地域とのつながり　みんなの食堂
社会福祉法人 福生会

主任：山田展裕／ＣＭ：長岡武彦／事務：大西美和

●事業所紹介

テーマ：社会（地域）貢献

社会福祉法人全国第1号認可
養護老人ホーム福生園　特別養護老人ホーム嘉齢荘　嘉齢荘診療所
有料老人ホームフロイデンハイム　福生会デイサービセンター
居宅介護支援事業所、訪問介護の高齢者介護・福祉事業を行っています

【取り組んだ課題】
●発表の要旨

社会福祉充実計画として地域における公益的な取り組み
福生会創立の主旨に立ち返り、手作りの食事を提供したい
地域住民（子どもからお年寄りまで）の孤食等を支援する

【具体的な取り組み】

みんなの食堂（２か月に1回）、毎日型（昼食5食、夕食5食）の開催
実現に向けての協力要請（中区ラウンドカフェ、つむぎの会、自治会、子ども会連合会、地元
民生委員、小学校など）
食の提供だけでなく、居場所を提供する（ボランティア、スクールカウンセラー、宿題、○○
体験、映画など）
子ども食堂をベースとしてどの世代の人も参加できる場所

【活動の成果と評価】

何度か参加している子どもたちの居場所となってきている
協力機関との連携（大学生、子育て支援アドバイザーや障害者事業をされている方など）
問題を抱えた児童への対応（スクルールソーシャルワーカーや小学校長への報告など）
地域公益事業への登録

【今後の課題】

孤食者や本当に必要とする人をどう見つけ、つながりを持つことができるのか？
みんなの食堂の募集方法は現在の募集方法で良いのか？
子どもだけでなく成人、高齢者の参加者が増え交流の場にしたい
毎日型について広めたいが、一度にたくさんの方の利用は難しい
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2018年度　さかい福祉と介護の実践発表会

●発表の要旨

つるぎ荘フェスタを通じた地域貢献について
社会福祉法人 そうび会　特別養護老人ホーム つるぎ荘

介護支援専門員：吉澤直樹

●事業所紹介

テーマ：地域との連携／社会（地域）貢献

つるぎ荘は、平成6年に開設した100床の特別養護老人ホームです。社会福祉法人そうび会は、
社会福祉の根本である「人間尊重」の理念に基づき、活動しています。高齢者福祉のみならず、
すべての人々の幸せを願いつつ医療・保健・教育分野でも、地域での生活を支える体制づくりに
取り組んでいます。その一環として保育事業も展開、児童の愛護にも力を注いでいます。

【取り組んだ課題】

当法人は、設立以来地域に根ざした活動を続けていますが、地域貢献という観点から新しい
取り組みを行いました。従来の入所者中心の文化祭を発展させ、地域の方に施設を開放し、
地域と共に歩む社会福祉法人として 利用者の皆様は勿論、地域の子どもたち、高齢者、障がい
のある方ない方全ての人々に 喜び・笑顔・幸せを提供したい。そんな思いから、このつるぎ荘
フェスタを開催しました。

【具体的な取り組み】

つるぎ荘フェスタは、平成28年10月と平成30年4月に開催しました（平成29年10月は台風の
ため中止）。地域の小学生や高校生、大学生による吹奏楽やダンスなどのステージがあった
り、キッチンカーによる屋台があったり、様々な手作りのお店によるひだまりマーケットがあ
ったり、小学生を対象にしたうどん作り体験などの体験イベントがあったりと様々な年齢の方
に楽しんでいただけるイベントができました。また準備の日からたくさんの学生ボランティア
や当日には小学生によるフェスタサポーターが花を添えてくれました。

【活動の成果と評価】

第1回目は600名、第2回目は1000名を超える方に来場いただきました。地域の小学校や高
校、団体など、普段関わることのない人々とつながることができました。来場された方から
「楽しかったよ。来年もやってね」とたくさん言われたこと、学生ボランティアからは「福祉
に興味がなかったけど、職員さんや施設の取り組み方を見て福祉の仕事もいいなと思いまし
た」と言われ、今回の取り組みをしてよかったと感じています。

【今後の課題】

つるぎ荘フェスタだけでは年１回の開催であるので、継続的に地域との接点を持つ取り組みを
実施すること。また、つるぎ荘フェスタでつながった縁を活かしてつながりを広げ、継続して
地域貢献を続けることが課題であると考えています。



6



7



8



9



10

2018年度　さかい福祉と介護の実践発表会

次世代ニーズに応えるコミュニティプロジェクト
社会福祉法人 五常会　高齢者総合福祉施設 ゆーとりあ

相談員：原規高／機能訓練指導員：臼井経留

●事業所紹介

テーマ：社会（地域）貢献

地域での暮らしの継続を第一に考え、様々な高齢者を幅広く支える高齢者総合福祉施設とし
て、「あたりまえの暮らし」「おもいおもいの暮らし」「つながりある暮らし」の実現に向け
取り組んでいます。

【取り組んだ課題】
●発表の要旨

当法人では、在宅介護支援センターを中心に地域住民との身近な繋がりを大切にしてきた。近年
になり、いきいきサロン等の従来活動では充足できない「パーソナルな介護予防運動へのニーズ
の高まり」「多世代が集える居場所づくりの必要性」を感じ、今までの関係性を活かしながら、従
来にはない新たな取り組みを立ち上げた。

【具体的な取り組み】

≪東陶器校区シニア元気プロジェクト≫
“身近な場所で気軽に運動できる機会”が地域の強いニーズであると捉え、新たな取り組みを
模索していた。自治連合会長からも高齢化率上昇などの地域の実情から介護予防活動創出の協
力依頼があった。自治会・堺市社会福祉協議会と協働しながら、地域の身近な場所で、パーソ
ナルな生活課題にも対応する専門職による取り組みをスタートした。
≪ふらっと・ぷらっと 三原台≫
泉北ニュータウンはまちびらき50周年を迎え、少子高齢化の進展による担い手不足・社会的孤
立・引きこもりの増加など、多世代・多様な問題を抱える。一方で様々な知識・技術・経験を
持つアクティブシニアが多くおられるという強みと同時にそれらの方が参画する機会がないと
いった課題を有する。そこで、アクティブシニアから子育て世代、学生や子どもたちが、ふら
っと気が向いた時にいつでも交流できる“まちの居場所”をスタートした。

【活動の成果と評価】

スタートから一年が経過。いずれの取り組みにおいても共通して、いきいきサロンや自治会活動
等といった従来の活動には参加されなかった住民が参加されている。“できあがった集団には入
り難かった”“既存の活動内容は自分に合わなかった”といったニーズに合致したと思われる。ま
た、それらの方々が“新たな取り組み”をきっかけとして、従来の活動にも参加し始めた結果、他
の住民と繋がるといったことも見られた。また、取り組みを通して地域住民、自治会との連携も
深まっている。

【今後の課題】

従来にはない“新たな取り組み”によって、地域に潜在する“次世代ニーズ”ともいえる一端
が伺えた。集団ではなくパーソナル･専門性･こだわり･本物志向等と共に社会との繋がりや活動
への参画といったニーズに応え続けるためには、専門職によるエビデンスのある取り組みやパ
ーソナルニーズに応えるセンスやアイデアを兼ね備える必要がある。また、取り組み継続に向
けて施設職員のコーディネート機能と運営資金の回収策が今後の課題である。
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2018年度　さかい福祉と介護の実践発表会

●事業所紹介

特別養護老人ホームの他、デイサービスセンター、ヘルパーステーション、居宅介護支援事業
所、地域包括支援センターを併設している。
また、地域内に懐かしミュージアム「ふらっと三宝」を作り、地域の事業所と協働して、地域
住民が集える場としている。

【取り組んだ課題】
●発表の要旨

社会福祉法人として、地域のニーズへの取り組み
地域住民との協働

【具体的な取り組み】

地域住民より、ひとりで留守番をするような子どもたちの居場所づくりとして「こども食堂」
をやってみたいとの要望があった。高齢者施設ではあるが、社会福祉法人として地域ニーズへ
の取り組みとして、平成29年3月より年4回みんな食堂「ハート食堂」として実施する。子ど
も・おとなとも食費100円で食事作り・提供の他、学生ボランティアによる学習支援、施設ス
タッフによるクラフト実施などをした。実施にあたり、ボランティアの募集、地域住民への説
明、周知にも取り組んだ。

【活動の成果と評価】

学校のない土曜日の午前中に開催し、子どもがひとりでも来られる居場所づくりができた。
地域役員と相談し、地域ニーズを相談することで、校区の掲示板に「ハート食堂」のお知らせ
を掲示をしてもらった。地域が関わっていることで、子どもたちやおとなに安心して参加して
もらえるようにした。
地域と社会福祉法人とのつながりの他、ボランティアとの関わり、近隣大学と地域の関わりが
できた。
参加した子どもたちに、特別養護老人ホームを知ってもらうことができた。

【今後の課題】

・実施校区のこどもの参加が少ないため、子どもやおとなへの周知の方法やよりニーズに沿っ
た実施方法の検討
・介護の仕事に興味を持ってもらえるような取り組み。

子ども食堂始めました　～介護スタッフの挑戦～
社会福祉法人 堺福祉会　特別養護老人ホーム ハートピア堺

特別養護老人ホーム　介護スタッフ：畠中真世

テーマ：社会（地域）貢献
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2018年度　さかい福祉と介護の実践発表会

●事業所紹介

特別養護老人ホーム（入居80床、ショートスティ20床）

【取り組んだ課題】
●発表の要旨

介護業界において、どの職場でも同様の課題と思われますが当施設でも時間に追われる場面が
多く、役職職員による新人職員のメンタルケアが不十分という課題がありました。役職職員と
新人職員間での明らかなコミュニケーション不足、話しやすい環境や雰囲気が作れていない
こと、実際に思いを聞いても気持ちを汲んだ対応・行動ができていないことが明らかになりま
した。

【具体的な取り組み】

まず、アンケートを役職職員と新人職員に対して「仕事の効力感・充実感」、「人間関係」、
「上司／部下のマネジメント」の3項目を中心に行い、それぞれの立場での意見集約をしまし
た。次に実際に面談を行い、普段とは異なる時間に余裕のある中で仕事、職場に対する思いを
より詳細に聞き取ることができました。その思いを活かし、勤務体制の改善や日々のコミュニ
ケーションの取り方で時間を作る、面談をするタイミングや話しやすい場所の確保などに取り
組むことになりました。

【活動の成果と評価】

新人職員の方々は不安に思っていても、口に出せないことが多く、精神的に追い込まれている
方がいることがアンケートと面談で明らかになりました。「気にかけて嬉しかった」、「ゆっ
くり話ができて良かった」との意見がありました。また役職職員は部下の精神面のフォローの
必要性を再認識したとの意見が多く聞かれました。

【今後の課題】

職員全員がコミュニケーションをしっかりとれることがベストですが、シフト勤務や所属フロ
アが違ったりで日々こまめな面談の継続は困難な場合があります。役職職員で介護の中で得意
な分野毎に担当を決め、担当として指導と捉えるのではなくアドバイザーとして部下に話か
け、一緒に考える時間を作り、楽しみながらより良い職場環境をめざしていきます。

人材育成・環境改善の取り組み
社会福祉法人 稲穂会　特別養護老人ホーム やすらぎの園

岡本真基子／南野裕樹

テーマ：人材育成・OJT
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2018年度　さかい福祉と介護の実践発表会

●事業所紹介

特別養護老人ホーム　美樹の園（昭和59年に開設された特養です。地域高齢者の生活支援の
ため入所系・通所系サービスを行っています。）

【取り組んだ課題】
●発表の要旨

施設のことを広く知っていただく目的で、平成3年から広報誌を発行していました。しかし、
平成15年に職員の負担が大きく休刊状態になってしまいました。
しかし、地域に開かれた施設、サービスを利用する際の情報として、広報誌はあった方がいい
という意見も多く聞くようになり、平成22年に復活させる取り組みを行いました。

【具体的な取り組み】

以前に広報誌を担当していた職員から、発刊に当たっての問題点を聞き取り。問題点を元に、
①毎月の発行、②誌面の定型化、③記事の作成担当割、④作成に当たって汎用ツールの活用、
⑤肖像権の問題解決、⑥インターネットへの掲載、について検討を行いました。そして、でき
る限り作成担当者がたのしく、らくして、紙面作りが継続でき、それでいて施設の内容が分か
るよう工夫し、発刊にこぎ着けました。

【活動の成果と評価】

再発行から9年が経過しました。そのうちに広報担当者も入れ替わりましたが、途切れずに継続
して毎月発行を続けています。ご覧いただいた方からは「施設の内容がよくわかります」
「親が楽しそうにしていて安心しました」「こんな事もしてくれているのですね」と好評です。
それ以外にも、作成に関わった職員間で、事業所の情報交換をしたり、広報誌を職員が見る
ことで同法人の他事業を知る機会にもなっています。

【今後の課題】

誌面が狭いので、紙をもう少し大きくして、たくさんの記事を掲載できるようにしたい。行事
報告など単調になりがちな紙面に、今までとは違うテーマを織り込んでいきたいと考えてい
ます。

楽しく施設アピール（広報誌を作ろう！）
社会福祉法人 美木多園　特別養護老人ホーム 美樹の園

施設長：西尾正敏

テーマ：人材育成・OJT／施設広報
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